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のうち Stäckel 系と呼ばれる求積可能な力学系に属するものがある。 Stäckel 系の全ての保存量を保つ離散法を構成
する o この離散法は、拡張された正準変換で非特異な Hamiltonian をもっ変数分離可能な Hamilton 系に変換し、
それを離散化するものである。 symplectic 法やエネルギーを保存する離散法は長時間の力学系の挙動を調べるのに
向いた数値計算法とされている o しかし、これらの方法で得られる Kepler 運動の離散化は、実際の Kepler 運動と
は異なり、近日点が移動する閉じない軌道を描く。それに対して、私の方法で得られた離散 Kepler 運動は Hamilto




相対論的戸田分子方程式 (RTM) は可積分な一次元非線形格子モデルで、双直交多項式の漸化式の係数の 1-
parameter 変形として表される。この行列式解は連分数展開の係数になっている。 RTM の時間離散方程式 (d­















てエネルギー保存離散化を行うことである o この結果、長年の課題であったケプラーの 2 体運動のルンゲ・レンツベ
クトルを保つ数値積分に成功している。
最近、連分数展開アルゴリズムと離散ソリトン方程式の等価性が注目されている。第 4 章では、無限自由度可積分
系である相対論的戸田方程式の双線形化法による離散化を行い、与えられたべき級数の T連分数と呼ばれる連分数展
開について、多項式計算量の新アルゴリズムを定式化している o
このように本研究は、非線形可積分系の構造を保つ離散化の研究の発展に大きく寄与し、連分数展開アルゴリズム
の開発により数理工学への貢献が認められるo 以上より、本論文は博士(工学)の学位論文として価値があると判断
される。
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